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1．　 は じめ に

　平成 24年度の 全国学力・学習状況調査 などの

結果から， 子 どもの 「観察 ・実験の 結果などを分析

し解釈 する」力や 「根拠を基 に、他者の 計画や考

察を検討し改善する」力を養う必 要があることが報

告され，「観察 、 実験 の 結果 を分析し解釈する学

習活動」や 厂科 学的な概念を使 用して 考えたり説

明し たりするなどの 学習活 動」を展 開させ ることが

求め られ てい る
1）

。

　観察・実験にお い て 「データを獲i得し，考察す

る 」とい う流れ の 中で ，他者 と比較 し，「自分 の デ
ー

タを客観的 に見る」ことや 「自分の 考えをさらに

深 める」こと，そ の 結果データが不十分であっ た場

合に観察や実験をや り直す ためには，十分な時

間の 確保が必 要となる 。

　また，学習指導要領で は ，
コ ン ピ ュ

ータなどの

活用 によっ て ， 子どもが探求 の 目的 に合わせ て デ
ータ処 理 をすることや ， より総合的に考察を深めた

りすることが可能 になることが期待 されて い る
2｝

。

2． 研究の 目的

　本研究で は ， 理科教授ス キーム をもとに，単元

「身の 回りの 物 質」を構想し，実践した 。 考察を深

めるため に，ICT を用い て，実験結果を即時的に

共有させ ，自分たちの 進捗状況を俯瞰しながら実

験か ら考察へ と学習を進め させ る。こうした学習の

効果 につ い て子 どもの ア ンケート等をもとに検証 し

た 。

3． 研 究の 内容

　本研究で は、密度 の概念を構 築させ ることをね

らい として 、以下の ような授業を設 定した。

  3種類の 金 属の 大きさや形状の異なる 2 種類

　　の 材料 （計 6 種類）を用い て、6 つ の 班で 1

　　種類 の 材料を選択 し、質量 と体積 の 測定を

　　行う。

  質量と体積 の 関係を表すグラフ を用い て 、自

　　班以外の 5 つ の 班の 中から、 自班と同じ材料

　　を測定した班を特定する 。

　この 授業で 、無線 LAN を介して他班の 実験結

果を記入した シ
ー

ト（図 1）や 、考察シ ート （図 2）

図 2 考察シ
ー

トと発表の様子

の 画像を教師 と各班 の iPad で 共有 した。

4． 研 究の成果

　以 下 は，授業後に行 っ た子 ども へ の ア ン ケ
ー

ト

の
一

部である。
・他班とグラフ を比 べ て，同 じだっ た の で 自分の

　 結果に 自信 を持 っ て 発 表で きた。
・他班と違うグラフ となり、実験をもう

一
度やり直し

　 て確か めた。
・自分たちの 実験 がうまくい か なか っ た の で ，他

　 の 班の 結 果か ら同じ金 属を見 つ けようと思 っ

　 た。

　以上 の ように，「比 較して 自信を持 つ 」「もう
一

度

やり直す 」とい うように，学習の 進捗状況を調整 し

ながら進 める姿が見 られ た。

附記

　本研 究は JSPS 科研費 24531150 の 助成を受

けたもの である。
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